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高校 中退者 の ライ フスタイル

～卒業生 との比較 を通 して～

橋 本 明

1.は じ ～め に

全 国 の高校 中退者 が年 間12万 人 を越 え る時代 にな り1),中 退者 に関 す る新 聞 ・

テ レ ビで の報 道 も目立 って きて い る。 中退 者 の なか に は"無 職 少 年"と 化 し,

学 校 や職 場 に は所属 せず,仲 間 を求 めて"群 れ"化 す る もの もい る。 あるいは,

犯 罪 に荷 担 す る ことで マ ス コ ミを賑 わす こと もあ る。 もっ と も,こ の よ うな 中

退 者 は ご く例 外 で あ り,多 くは乏 しい社会 関係 の中 で,基 幹 労 働 力 と して あ て

に も され ず,し か も福 祉 の対 象 に も な り に くい と い っ た"社 会 的 弱 者"で あ

る2)。

しか しこれ まで,中 退 理 由 な どの分 析 はな され る もの の,中 退 後 の 中退者 の

実 状 にっ いて は ほ とん ど語 られ る こ とはな か った。 本 論 で は中退 者 との面 接 を

通 して,中 退後 の生 活再 建過 程 を追 い,同 時 に中退 者 の意 識 を問 い,中 退 者 の

社 会 へ の適 応 な ど にっ い て考察 した。

II.対 象 と方 法

本論文 の対象 は,S県 内 にある公立 の商業科高校(以 下H高 校 と呼ぶ)に 昭

和52年 か ら57年 の間 に入学 し,中 途で退学 した男子生徒すべ てで ある。 対象 の

抽 出方法 は,H高 校 の在校生 名簿 および卒業生名簿を照合 し,名 前 が 消失 して

いる男子生徒すべて にっいて,本 人宅 に電話 あ るいは卒業生 か らの情報 な どに

よ り,中 退 か転学かを確認 した。 その結果,こ の期間の入学者 の うち66名 が中

退者 であることが明 らかにな った。
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これ らの中退者 には調査 の趣 旨を伝 え,面 接を依頼 した。 その うち,実 際 に

面接 がで きた者 は22名 で あった。残 り44名 の面接 がで きなか った主 な理 由 は,

「仕事が忙 しい」(15名),「転居先 不 明 ま た は本人不 在」(11名),「 拒否」(5名)

などであ る。面接 では主 と して,中 退 に至 るまでの状況,中 退後現 在 に至 るま

での経緯,中 退 した当時 と現在 とを比較 した ときの心理的 ・社会的変化,そ し

て家族構成 などについて尋 ねた。面接 は1時 間程度お こな ったが,時 刻 ・場所

の選定 に当た っては,で きる限 り対象者 の希望 に沿 う形 で実施 したた め,必 ず

しも面接 にはふ さわ しくない状況下の場合 もあ った。 さ らに,1回 の面接 で は

十分 に聞 き取れ なか った部分 を補 う意 味で,2回 目の面接を行 うことがで きた

者が4名 であ る。

また,対 象者66名 の中で直接本人 と話 す ことがで きなか った場合 は,中 退 者

本人 の友人(や はり中退者 であることが多 い)や 当時の担任 の教 師 な どの情 報

か ら,中 退 に至 るまでの状況 を把握 した。

次 に,中 退者像 をよ り明確 にす るため に,一 連の中退者 との面接 を ほぼ終 え

てか ら,H高 校 の男子卒業生25名 にっ いて も面接 を実施 した。 この25名 は昭和

52年 か ら57年 の間に入学 した者 で,卒 業生名簿か ら無作為 に選 んだ。面接方法・

内容 は中退者 の ものに準 じ,中 退 者 において 「中退 時」 であ った もの を,卒 業

生 で は 「卒業時」 に置 き換 え るなど した。

以上 の一連 の作業 は昭和60年3月 中旬 よ り同年8月 末 日にか けて行われ た。

皿.結 果

1.全 中退 者66名 の概要(表1)

昭 和52年 か ら57年 に か け てH高 校 に入 学 した男 子 生 徒 の総 数 は1,111名 で,

そ の うち中退 者 は66名,5.9%を 占め る。 この 当 時 の全 国 の 高 校 に お け る平 均

の中退 率 は1～2%で 推 移 して お り3)・4),H高 校 の男 子 生 徒 に限 れ ば 全 国 的

にみ て や や高 い中退 率 を示 して い る といえ る。

1)中 退 に至 るまで の状況

まず,高 校在 籍 中 に窃 盗 やバ イ クに よ る集 団 暴走 行 為,暴 行 な ど の 問 題 行 為



161

表1H高 校 における男子 中退者 の動 向

入学年度 男子入学者数
(a)

3年 後の男子
卒業者数(b) (a)一(b) 内 訳

昭和52年 201 191 10 中退8,転 学2

昭和53年 201 lsa 21 中退21,転 学0

昭和54年 197 190 7 中退6,転 学1

昭和55年 is7 185 12 中退9,転 学3

昭和56年 165 153 12 中退12,転 学0

昭和57年 150 140 10 中 退10,転 学0

計 1111 1039 72 中退66,転 学6

の有 無 で分 け た場 合,問 題 行為 が あ った者 が37名,な か った者 が26名,不 明 が

3名 で あ った。 さ らに,問 題 行 為 が あ った者 の うち,中 退 の直接 的理 由 と して,

問題 行 為 そ の もの が そ の理 由 で あ る者 が19名,学 業 不 振 ・学 校 不 適 応 に よ る者

が17名 な ど とな って い る。 一 方,問 題 行 為 が なか った者 の中退 の直接 的 理 由 で

は,学 業 不振 ・学 校 不 適 応 が16名,社 会 に出 て働 きた い とい う者 が6名 と続 く。

2)現 在 の状況

面 接 時 に,就 労(就 学)し て い る者 が56名(通 信 制 高 校 在籍2名,調 理 師学

校 在 籍1名 を含 む),無 職 が6名,不 明 が4名 で あ った。

就 労 して い る者 の 具 体 的 な職 種 は,飲 食 店 々 員(5名),ト ラ ッ ク運 転 手

(5名),自 動 車 ・オ ー トバ イ製 造 業(4名),建 築 業(4名)な どが 主 な もの

で あ る。

2.面 接 した中退 者22名 にっ い て(表2参 照)

1)中 退 後,現 在 に至 る まで の経 緯

面 接 した22名 の 中退 者 が 中退 後 に どの よ うな経 過 を た ど って現 在 に至 って い

るの か を見 る場 合,厳 密 に は これ らの 中退 者 間 で最 高5才 の年 齢差 が あ る こ と

を考 慮 しな くて はな か ろ うが,中 退後 の経 過 期 間 の違 い に関 わ らず,そ の経 過

は大 き く2っ の タイ プ に分 け られ る。

一 つ は中 退後
,頻 繁 に職 を替 え た時期 が あ った タ イ プ(タ イ プA),も う一
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表2事 例一覧(面 接 した中退者22名)

Na 年齢 就労状況 中退時期 中退に至るまでの状況 中退後の経緯

1 19 織物関係 高2
〈問題〉
学業不振/学 校不適応 〈安〉

2 19 印刷加工 高2 社会に出て働 きたい 〈安〉

3 19 通信制高校在学 高3
〈問題〉
学業不振/学 校不適応

〈安〉

4 19 調理師学校在学 高3
(資格を取 って)
社会 に出て働 きたい 〈安 〉

5 20 学習教材販売 高2
〈問題〉
学業不振/学 校不適応 〈転 〉

6 20 板 前 高2
〈問題〉 ↓
暴力行為 〈安 〉

7 20
寿 司 チ ェー ン店

店 長
高1

〈問題〉 ↓
暴力行為 〈安〉

8 20
オー トバ イ

組 み立 て工 場
高1

〈問題〉 ↓
暴力行為 〈安〉

9 21 室内装飾 高3
〈問題〉 ↓
長期無断外泊 〈転〉

10 21 酒店店員 高3
〈問題〉 ↓
暴走族,無 免許運転 〈安〉

11 21
金属などの
研磨工場 高2

〈問題〉
学業不振/学 校不適応 〈転〉

12 21 トラ ック運転 手 高2
〈問題〉
学業不振/学 校不適応 〈転〉

13 21 土木作業 高3
〈問題〉 ↓
度重なる校則違反 〈転〉

14 22 トラ ック運転 手 高1 社会に出て働 きたい 〈安〉

15 23 鉄 工 場 高3
〈問題〉
学業不振/学 校不適応

〈転〉

16 23 塗 装 業 高3
〈問題 〉 ↓
シ ンナ ー遊 び 〈転〉

17 23 文具販売 高2 学業不振/学 校不適応 〈転〉

18 23 トラ ック運転 手 高1 学業不振/学 校不適応 〈転〉

19 23 タイヤ卸売業 高2
〈問題〉
学業不振/学 校不適応 〈安〉

20 23 自動車整備士 高1 学業不振/学 校不適応 〈安〉

21 24 ペ ンキ卸売業 高2
〈問題〉
学業不振/学 校不適応 〈転〉

22 24 空調整備 高2
〈問題〉 ↓
度重 なる校則違反 〈転〉

表の見方

〈問題〉 は高校在学 中に問題行為があったことを示す

〈問題〉 ↓は矢印以下の問題行為が中退の直接的理由 とな った ことを示す

〈転〉 は中退後,頻 繁 に職 を替えた時期があ ったタイプ

〈安〉 は中退後,比 較的安定 して仕事 を継続 しているタイプ
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っは中退 直後 か ら比較 的安定 して仕事 を して きた とい うタイプ(タ イプB)で

あ る。 なお,高 校 を中退 してか ら面接 した 日までの時期 が1年 未 満の者 が2名

あ ったが,と もに就学 中であ り安定 して学業 と取 り組 んでい る印象 を受 けた の

で,タ イプBに 含 めた。

具体 的な事例 を挙 げ ると以下 のよ うにな る。

事 例No..21(タ イプA)

24歳,ペ ンキ卸 売 業,学 業 不振 に よ り高校2年 で 中退

高 校 中退 後,2,3ヵ 月 ぶ らぶ ら した後,N市 に行 く。 そ こで,仕 出 し屋 に

勤 め たが,そ この主 人 が気 に入 らず,す ぐにや あ た。 次 に建 設 会 社 の下 請 け

作 業 をや った が,仕 事 が きっ く,現 場 監 督 に言 われ た言 葉 に憤 慨 して,2カ

月 足 らず で や め た。 そ の後,実 家 に戻 り,1,2ヵ 月ぶ らぶ らし,ハ ンバ ーガー

店 や,職 安 で見 っ けた仕 事 を して きたが,ど れ も長 続 きせ ず,働 い て は ま た

しば ら く遊 んで い る こ との繰 り返 しだ った。

事 例No..7(タ イ プB)

20歳,寿 司 チ ェー ン店 々長,暴 力行 為 によ り高校1年 で 中退

高 校 中退 して2日 後 に父 親 の知 人 の紹介 で,調 理 師 見 習 い とい う こ とで レ

ス トラ ンに勤 め た。 そ こで3年 く らい働 い たが,勤 務 時 間 が不 規 則 で 給 料 も

よ くな いの で,兄 の紹 介 で現在 の店 に就職 した。

これ らの2例 は典 型 的 な もの で あ るが,2っ の タ イ プの差 は意 外 に明 瞭 で あ

り,他 の20例 につ い て もA,Bの タイ プ に分 け るの は容 易 で あ る。

そ の結 果,22名 の 中 で タイ プA,タ イ プBが それ ぞ れ11名 ず っ と な っ た 。 さ

らに高 校 在 籍 中 に問題 行為 が あ ったか否 か と,こ の タイ プ との 関係 を見 た(表

3)。 こ こで わ か る こ とは,在 籍 中 の問 題 行 為 と中 退 後 現 在 に 至 る ま で の経 緯

との間 には一 貫 した特 徴 は見 られ な い。 もっ と も タイ プBの 中 に は,就 学 中 の

者 以外 に,中 退後 か ら家 業 の手 伝 い を して きた とい った 「職 を転 々 とす る」 と

い う性 格 を もた な い例 も含 まれ て い る。 また 中退 後 就職 す る際 に,事 例7の よ
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うに家族 の援 助 が あ った者 や,再 び別 の高校 へ 入 りな お して卒 業 した者 な どは,

安 定 して仕 事 を続 け て い る。

しか し,い ず れ に して も中退後1,2年 を経 過 す れ ば 「職 を転 々 とす る」 者

は ほ とん ど いな くな って い るよ うで あ る。

表3面 接者22名 の高校在学中の問題行為 と現在 に至 るまでの経緯

就労 を中心 に した中退 か ら

現 在 に 至 る ま で の 経 緯 計
職 を転 々 比較的安定

高校在学中問題
行為があった者

9 7 16

局校在学中問題
行為がなかった
者

2 4 6

計 11 ii 22

2)中 退 時 か ら現 在 まで の心 理 的変 遷

a.中 退 時 の意 識

中退 者 の多 くは,中 退 した 頃 の 自分 の心理 状 態 に っ い て,「 本 来 は お っ と り

と した性格 だ が,高 校 の時 はひ ど く短 気 だ った」,「当 時 の 自分 は鉄 砲 玉 み た い

な もの だ った」,「神 経 が ピ リピ リして いた」 な ど と述 べ て お り,衝 動 性 や 高 い

緊張 感 が あ った と推 察 され る。 そ のた め,自 ら中退 して い った者 は衝動 的 に深

刻 に悩 まず にや め て い った ケー スが少 な くな い。

事 例No..17

23歳,文 具 販売 業,学 業 不 振 ・学校 不 適 応 に よ り高 校2年 で 中退

提 出物 の こ とで,些 細 な こ とか ら教 師 と 口論 とな り,「 や め る」 と言 った

手 前 後 に 引 け な くな った。 友人 に もや め る と言 った こと と,教 師 に もそ れ

ほ ど引 き留 め られ なか った こ とで,中 退 した。 当時 は粋 が って,見 栄 で っ っ

ば って いた の も中退 の お もな原 因 だ と思 う。
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この よ うに中退 後 の こ とを考 え る余 裕 は見 られず,あ る中退 者 の言葉 を借 り

れ ば 「自分 をや め る方 に追 い込 ん で しま った」 とい う心 理 状 態 に近 いの で はな

い だ ろ うか。 さ らに,問 題 行 為 が直 接 の 中退 原 因 とな った者 の中 に は,ス ク ー

ルバ スの 中で シ ンナ ー を吸 って い た例 や,禁 止 され て い るバ イ ク に乗 って 校 門

の前 で起 こ した事 故 に よ り退 学 に な った例 な ど,常 識 的 な判 断力 に欠 け て い た

と言 わ ざ るを得 な い もの もあ る。 これ ら も,安 易 に中退 へ と 自 ら 「追 い込 ん で

しま った」 例 と言 え よ う。

b.中 退 直後 の意 識

次 に,中 退 者 が 中退 した直 後 に は どの よ うな気 持 ちで あ った か にっ い て述 べ

て み た い。

多 くの 中退 者 は,「 中退 してす ぐは寂 しか った」,「(退 学 させ られ て)最 初 は

腹 が立 った し,落 ち込 ん だ」,「中退 後3ヵ 月 くらい は,い や な 気 分 だ った」 な

ど,何 らか の心 理 的 ダメ ー ジが あ った ことを述 べ て い るが,「 運 が悪 い と思 っ

て あ き らめ た」,「一 時 的 に は落 ち込 ん だ が,仕 方 が な い と思 った 」 と,中 退 後

す ぐに気 持 ち の整 理 をつ けて いた とす る者 が大 半 で あ る。

他 方,中 退 して む しろ 「楽 しか った,解 放 感 が あ った」 と言 う者 や,調 理 師

学校 に進 ん だ者 は,中 退 した こ とへ の未 練 よ り も,入 学 す る学 校 へ の 期 待 感 の

方 が大 き く,心 理 的 な ダメ ー ジ はなか った と して い る。

この よ うに中退 直 後 の退学 の受 け止 め方 は様 々で,中 退 の状況 や 中退 後 の 進

路 な どの複数 の要 素 が関 わ って い る と考 え られ る。

c .中 退 後 か ら現 在 まで の意 識

高校 在 籍 時 の中退 者 の衝動 性 ・緊 張感 につ い て は既 に述 べ た が,現 在 の状 況

につ いて は,「 今 はの ん び り して きた」,「短気 だ ったが,こ の ごろだ いぶ根 気 強

くな った」,「以 前 と比 べ て か な りお とな し くな って しま った」 な ど,気 分 的 に

落 ち着 いて きた と意 識 して い る者 が ほ とん どで あ った。 確 か に この よ うな 内面

的 変化 も一 つ の特 徴 で あ るが,以 下 に述 べ る中 退 者 自身 が抱 く"中 退 者 意 識"

も重要 で あ る。

時 間 が経 っ にっ れ て,中 退 者 に と って は高 卒 とい う資 格 や高 卒者 に対 して 複

雑 な感 情 を抱 くよ うにな って くるよ うで あ る。 実 際,面 接 した中退 者 の 中 に は
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別 の高校へ入 り直 した者,通 信制高校 ・各種学校 などに籍 を置 く者 な ど,何 ら

か の形 で学校 に関わ りを持 ち続 けよ うとす るケースは少 な くないが,卒 業 にま

で至 ったケースは在籍中 の ものを除 けば1例 に過 ぎな い。

従 って ほとん どの者 は高校中退者 として,社 会 に出 る ことにな るわ けだが,

就労 してい るほぼ全員 が仕事 に対 して は意欲 的で ある。 例 えば,「 中退 した こ

とは もったいない と思 うが,仕 事 で成功 すればいい」,「いまに大 きい ことをす

れば中退 なんて何で もない」な どである。 さ らに,半 数程度 の者 が高校卒 業生

や漠然 とした世間への対抗的な意識 にっ いて述べ ている ことであ る。

もちろん,面 接 という設定が対象者 に過剰 に中退者 であ ることを意識 させて

しまった可能性 は否定で きないが,中 退 者の挽回意識か らくると思 われ るあ る

種 の"気 負 い"は 特徴的 に見 られた。

3)事 故 ・事件

ここでは今 までの話 の展 開か ら少 し離 れて,別 の視点か ら中退者 を見 て い き

たい。

中退者 との面接 を重ねてい くに したが って,彼 らの多 くが中退後(あ るい は

中退前)に 様々な事故や事件 に出会 って いる ことが明 らか にな った。

特 に 目立っの は交通事故 であ る。判 明 しただ けで,中 退者22名 の うち少 な く

と も12名 はバ イクや 自動車 で事故 を起 こ していた。 いずれ も自 ら運転 していた

もので,事 故 の原因 はス ピー ドの出 し過 ぎや,暴 走族仲間 と山道 を暴走 中の事

故 な ど,無 理 な運転 による。 そ して,さ らにこの12名 の うち,5名 は重大 な事

故 であ る。人身事故が2名,他 の3名 は内蔵破裂,骨 折 な どの重 傷 で入院 して

いる。

事 例Na.22

24歳,空 調 整 備,校 則違 反 を重 ねて 高校2年 で 中退

中退 後,交 通 事故 を起 こ して 同級生 を死 な せ て しま った。 事故 後,地 元 に

い られ な くな って,一 年 間 く らい0市 に行 って い た。 再 び地 元 に戻 って き た

時 に仕 事 を見 つ け,現 在 まで4年 間 そ こで働 い て い る。 高校 中退 は ま わ り に

は迷惑 を か け たか も知 れ な いが,自 分 と して はた い した こ とはな か った。 そ
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れ よ り も,事 故 を起 こ して0市 に行 った こ との ほ うが大 きい。 しか し,そ れ で

強 い人 間 に な った。

いずれ に して も,交 通事故 の多 さは特記すべ きことであ り,一 人 で2回,3

回 と事故を重 ねている者 もいた。交通事故以外 に も,仕 事 中にガ ソ リンが引 火

して火傷を負 った者,自 動車工場で機械 に腕を挟 まれて骨折 し,失 職 した者 も

あった。 また,ち ょうど中退 した頃 に父親 を亡 くした者が2名 あ った。 その う

ちの一人 は元暴走族の リーダーで あった とい うが,「 自分 が父親 を殺 したよ う

なものだ」 と語 って いたのが印象的であ る。

中退 とい う事実が,中 退者 にとって一っ の転機 であ った ことはまちが いなか

ろうが,中 退 に連 な って起 きた出来事 が彼 らに及 ぼ した影響 はさ らに大 きい よ

うである。

4)中 退者 と家族お よびその他 の重要 な他者

1,2回 の面接か らは,中 退者 の家庭環境 にっ いて知 り得 た ことに は 自ず と

限 りがあ り,実 際 特徴的 な ことは言えな いとの印象であ る。 もち ろん,家 庭

内の事情が 中退 に関わ っていた と推察 され る以下 の ような事例 も見 られた。

事 例Na.19

23歳,タ イ ヤ卸 売 業,学 業不 振 に よ り高 校2年 で 中 退

中退 した頃 は家 庭 内 で もめ ご とが多 く,と て も勉 強 で きる感 じで は なか っ

た。 父親 は家 の 中で 暴 力 を ふ る った り して,両 親 の仲 が悪 く,離 婚 話 も持 ち

上 が って いた。 一 時 別居 とい う形 で母 親 が借 りた アパ ー トは,高 校 の 友 人 達

の溜 り場 の よ うに な って いた。 高2の 時 に,当 時高3だ った姉 と2人 で しば

ら く家 出 したが,家 に もど って きて も親 は心配 した様 子 もなか った。 そ の う

ち,姉 が 高校 を 中退 し,自 分 もそれ に影 響 されて 中退 した。

この事例 のよ うに,家 庭内の事情 が高校中退 に大 きく関わ っていた と思 われ

る具体的な状況 を他 の面接者か ら聞 くことはなか った。 だが,家 族 が中退 とい

う事態 に示 した様 々な反応 にっ いて は,「親 に は もの も言 え な い感 じだ った⊥
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「勘 当 され た」,「退学 す る時,担 任 と母親 の3人 の席で,母 親 が泣 き出 したので,

専門学校 に進路変更 とい う形 にす る しかなか った」 な どと述 べている。

家族 が中退 に対 して否定 的な感情を抱 くのは当然 であろ うが,少 な くと も面

接で きた者 の家族(両 親)は 現時点 においては,中 退 に対 して受容的な態度 を

取 ってい るよ うであ る。既 に見 たよ うに,就 職 に当た っては家族 の協力 を得 て

いる者 が多 い。 また,「親 は自分 が立 ち直 った と思 って い る し,今 は応援 して

くれてい る」,「親 は協力的だ」 と述 べ る中退者 もいた。 しか し,面接できなかっ

た44名 にまで枠を広 げると,今 なお中退 に対 して否定的 な感情 を抱 いて い る親

がい ることは事実 である。 中退者本人 は面接 を承諾 した ものの,親 か らの抗議

によ り面接 にいた らなか った ものが2例 あ った ことか らも,そ れが窺 われ る。

さて,中 退後 の援助関係 とい う視点 か ら捉えれば,面 接 で きた中退者 で も見

て きたよ うに,家 族が まず支 えにな った とい う中退者 は少 な くない。 しか し,

家族以外 に も重要 な他者 によ って支 え られて きたとい う中退者 もいる。例えば,

職場 の人間関係 の中で,自 分が信頼 され うる存在 であ るとい う認識 が中退 者 を

支 え ることが しば しば見 られ る。 「今の会社 は自分 を信頼 して くれているの で,

期待 を裏切 りた くない」,「退学 したの も承知 の上 で店を任 せて いるので,信 用

されて いるのだ と思 う」 などがその例で ある。

3.面 接 した25名 の卒業生 について

H高 校 の卒業生25名 にっ いて も,中 退者 との比較対象 の意 味で面接を行 った。

この25名 のプロフィールは表4に 示 した。

1)高 校卒業後,現 在 に至 るまでの経緯

面接 した卒業生25名 の うち(以 下,単 に卒業生 と略す)の うち,高 校 卒業 と

同時 に就職 した者が15名,進 学 した者 が10名 であ る。進学者 の内訳 は4年 制 大

学5名,専 修学校5名 である。

現在 の状況 は,仕 事 を している者 が19名,大 学 または専修学校在学 中が5名,

病気療養中が1名 であ った。仕事 を してい る者 の具体的な職業 は,自 動車 ・オー

トバイ製造業4名,公 務員3名,小 売店店員3名 などで あった。

卒業生 につ いて も,中 退者 の場合 と同様 に,高 校卒業後 か ら現在 に至 るまで
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表4事 例一覧(面 接 した卒業生25名)

Nα 年齢 就労状況 高校卒業後の経緯

1 19 大 学 生 進学

2 19 運送会社事務 現在の職場に就職

3 19 病気療養中 病気により就職内定先を辞退

4 19 公務員(市役所) 現在の職場に就職

5 20 大 学 生 進学

6 20 公務員(市役所) 現在の職場に就職

7 20 専門学校生 進学

8 20 自動車部品設計 現在の職場に就職

9 Za 自動車製造業 現在の職場に就職

10 21 専門学校生 進学

11 21 大 学 生 進学

12 21 デパ ー ト店 員 現在の職場に就職

13 21 オー トバ イ製造業 現在の職場に就職

14 22 自動車部品設計
専門学校 を経て,現 在の職場
に就職

15 22 ス ー パ ー店 員
自営業手伝 いを経て,現 在の

職場 に就職

16 22 オ ー トバ イ製造業 現在の職場に就職

17 23 ガス会社 大学を経て,現 在 の職場 に就

職

18 23 自動車部品 現在の職場に就職

19 23
テ ク ニ カル

イ ラ ス トレー タ ー

専門学校を経て,現 在の職場
に就職

20 23 電力会社 現在の職場に就職

21 23 会計事務所
別の事務所 を経て,現 在の職

場 に就職

22 23 団体職員 現在の職場に就職

23 24 公務員(郵便局) 現在の職場に就職

24 24 団体職員
大学を経て,現 在の職場 に就

職

25 24 卸売業(靴)
大学を経て,現 在の職場 に就

職
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の経緯 を尋ね た。 その結果,高 校 あ るいは大学 ・専修学校卒業後 に就職 し,一

度 も転職 して いない者が21名(た だ し,大 学 ・専修学校在学 中の者 も含む)と

中退者 に比較 した場合,著 しく定着 がよい ことがわか る。 その他 の4名 につ い

て も,い わゆ る職 を転 々と したというタイプで はなか った。

2)卒 業時か ら現在 に至 るまでの心理 的変遷

高校生 だ った頃 と現在 とを比較 した時 の,内 面 的あ るいは社会 に対す る意識

の変化 にっ いて は,「全然変わ っていない」 もしくは 「基 本 的 に は変 わ ってい

な いが,社 会 に出て以前 よ り積極的 にな った」 とい う者 が ほ とん どで あ った。

この点 は,何 らかの変化を述べて いた中退者 とは対照 的であ る。

ところでH高 校 は商業高校 であ り,卒 業後 に就 職す るのが一般 的で あ るが,

卒業生全体 の約3割 は進学 している。面接 した卒業生 の うち進学 した者 にっい

てその動機 を尋ねてみた。 それによると,大 学進学者 の多 くは 「高校卒 業後 に

す ぐ就職す るのは早過 ぎるし,も う少 し時間が欲 しか った」 ことを進学 動機 に

挙 げてい る。一 方,専 修学校へ の進学者 は,「 自分 の興 味 の あ る ことを もっと

や ってみたい」,「い い就職 口が高卒で は見っか らない」 とい った,現 実 的 な理

由を述べて いる。以下 は大学進学者の事例 であ る。

事 例Na.17

23歳,ガ ス会 社 勤 務

大 学 に進 学 した の は,(高 校 卒 業後)い きな り就 職 す る よ り ワ ン ク ッ シ ョ

ン置 きたか った か ら。 高2の 頃 は就 職 か進 学 か で迷 ったが,高3に な って 進

学 希 望 にな った。 その まま社 会 に 出 るの は抵 抗 が あ った しT自 信 もなか った。

大 学 で は無 限 に時 間 が あ るよ うな気 が して い た。 高 校 の頃 に比 べ て い く らか

気 が 大 き くな った。

この事例 にみ られ るよ うに,進 学す る ことによ って時間的余裕を獲得 した卒

業生 たちは社会 との直面 を一 時回避 して いるという感覚が強 い。

さて,高 校卒業後 そのまま就職 した者,そ して大学 ・専修学校 を卒 業後 に就

職 した者 の社会,特 に仕事 に対 す る意識 であ るが,職 場 の不満を述 べ る者 も見
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られたが全般的 に仕事 への適応状態 はよいとい う印象 を得 た。 また,中 退 者 が

抱 いていたよ うな仕事 に対す る気負 い もほとん どな く,将 来 の見通 しにつ いて

は 「わか らない」,「何 とも言えない」 と述 べている者 が 目立 った。

3)高 校生活 および中退者へ の意識

中退者の場合 と同様 に,卒 業生 の家庭環境 にっ いての情報 は乏 しいの で,家

庭以外で の重要 な人間関係 の場であ る高校での生活ぶ りにつ いて述べ たい。

最初 は高校生活 の始 ま り,っ ま りH高 校への入学動 機 につ いて触 れ てお く。

中退者 のH高 校へ の入学動機 にっ いて はこれ まで述べて こなか ったが,中 退者

22名 の うちの大半 は,「自分の学力 を考 えて」(7名),「 他に行 きたい高校があっ

たが,中 学 の ときの進路指導で」(10名)と い う消極 的 な もの で あ る。 この よ

うな発言 には,当 然現在 の意識が反映 して いると考え られ るが,卒 業生 に して

も中退者 と同様 にほとん どが消極的な理 由で入学 しているのであ る。

結局,卒 業生 と中退者 とで は入学動機 にさほど違 いは認 め られな いが,入 学

後 の高校生活 の送 り方で大 き く異 な ってい ると考 え られ る。 当然 で はあ るが,

卒業生 は平凡で 日常的 な高校生活 の中 に何 らかの支 えや楽 しみを見 いだ してい

た。 また,彼 らの 日常生活 は高校 を中心 に回 って いた と もい え る。 も っと も,

面接 した者 の中 にはバイ クの無免許運転が発覚 して,停 学処分 を経験 した者 も

あ った。本人 によれば退学寸前であ ったとい うが,卒 業後 は順調 に就職 して現

在 に至 って いる。

一方
,中 退者 の高校生活 は,中 退 す るかな り前か ら学校 か ら遠 ざか り,高 校

生活以外 に活動 の場 を見 いだ していることが多 い。例 えば,深 夜 まで アルバ イ

トに励 み,い っの間 にか アルバイ トが主 で高校が従 にな って しまった者,暴 走

族 に参入 す る者,「 ネオ ンを求 めて遊 ぶ とい う感 じだ った」 者 な どが挙 げ られ

る。 そのため,ほ とん どの中退者 は高校をやめ る時点 では,高 校生活 か らは脱

落 した状態 とな って いるのである。

それでは高校在学中 に,同 級生た ちは中退 してい く者を どの様 に見て い たの

で あろ うか。 卒業生 たちの話 によれば,高 校の時 に中退者(こ の時点 で はまだ

中退 していなか ったわけだが)と よ く話 を していた とい う者 は少 な く,「 自分

とは別の世界 の人間だ」,「いっの間 にか いな くな って しま った」 などと述 べ て
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いる。概 して中退者 に対 して は無関心 あ るいは批判 的であ った とい うところに

卒業生 の意識 は集約 される。 中退者側 か らす れば,学 校内で は孤立無援 状 態 に

近か ったのではないか と思 われ る。

IV.考 察

1.中 退者 をめ ぐる社会の状況

わが国の高校進学率が優 に9割 を越 え る状況の もとでは,高 校での学 習 に も

十分 な意義 を見 いだせず,中 学での進路指導 の結果 と して進学 した高校 に帰 属

意識 も持 てない"潜 在的退学指向性"を 持 って いる生徒 は少 な くなかろ う。 そ

れか ら考 え ると,全 国の中退者数 の在籍者数 との比率が高 々2%程 度 で推移 し

て いる現状 は,決 して悲観すべ き状況 で はないのか もしれ ない5)。

だが ここで問題 に したいのは数量 的な ことで はな く,中 退者 と卒業生 との 間

に生 じるいわば ライフスタイルの差 であ る。普通 に高校 を卒業す る場合 は,そ

の代償 と して学校社会か ら実社会(あ るいは別 の学校社会)へ はスムーズに移

行 す ることにな っている。 しか し,理 由はど うあれ高校 という社会か ら中途 で

離 れて しま った場合 には,身 の振 り方 の選択肢 があま りに少 な く,結 果 と して

困難 に直面 す ることになる。 アメ リカの文化人類学者Rholenは 日本 の高校 生

につ いて,「大人 によ って きび しく監視 され,ま わ りの環境 条件 によ って制 約

されて いる。仲間同志 で影響 し会 う時間,自 分 たちだけの世界 を創造す る時間,

そ して大人 の世界 を探索す る時間 は,ご く限 られ て い る」6)と述 べ,日 本 の学

校社会 の閉鎖的な側面 を批判的 に捉 えて いる。 この学校社会の閉鎖 性 は,10代

後半 の世代 にとって高校 が心理的・社会的 にほとんど唯 一 の居 場所 であ る7)と

いうことによって さ らに強化 されてい る。 それ は,こ れ まで学校場面以外 で の

生活 を貧困 に して きた我 々の社会 の責任で もある。

確か に近年 では,高 校中退者 の様 々なバ イパス径路 がかつて より増え て きて

はいる。 しか し,バ イパ スといわれ る ものの多 くは,"傷 っいた者"を 癒 し,最

終 的 には学校社会 へ再統合 されて い くことの手助 けを 目的 としてい るところが

多 いよ うに思われ る。 しか も,H高 校の中退者 の中 に見 られ るよ うな学 校社
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会 に復帰す る意志 のない者 は,そ の恩恵 を受 けることもほ とん どない。

したが って,中 退者 の受 け皿が増加 す ることは望 ま しい ことで はあ るが,単

に学校社会の中のバイパ スといった ものではな く,例 え ば実社会へ の準備 的段

階 として職業 オ リエ ンテーシ ョンを公的機関が担 うとい ったもの も必要である。

中退者 の中 には闇雲 に職を転 々 とす る者 があ り,中 退直後 の時期 に援助 を必要

としてい る。実際 この中退者へ の就職 の斡旋 にっいて は既 に一部 で試 み られ

てお り8),今 後の活動が注 目され るところであ る。

2.中 退者 の生活再建

高校 中退者の問題 を社会状況 の枠 の中でのみ捉 え る ことは片 手落 ちで あ り,

中退者 の個人 レベルでの適応 の問題 に立 ち入 る必要 がある。

中退後 の社会へ の適応を考 え るとき,何 が 中退者 に とって適 応か とい う問題

は議論 の分かれ るところで あろう。少 な くとも就労 ・就学 とい う点か らみれば,

全対象者66名 の うち53名 は定職 を もち,3名 は就学 中であ り,現 時点 で8割 以

上 はおおむね安定 した社会生活 を送 って いると推察 される。 さらに,面 接 可 能

であ った22名 については,彼 らが中退 とい う事実を受 け入 れる状態 にな って い

るか らこそ面接 に応 じた と考 え ることがで きるか も知れない。

しか し,高 校 中退直前 において は衝動性 や緊張感 にっいて中退者 自身 が語 っ

ているように,一 種 の危機状態 にあ った ことは認 め られ る。 そ して高校 を中退

し,一 旦学校社会か ら離 れた者 にとっては,再 びそ こに戻 ることは容 易 で はな

く,中 退 のハ ンデ ィを乗 り越え るには,「仕事 で成功 す る」 ことだ と考 え るの

は不思議で はない。 今回,面 接 に応 じた中退者の ほとんどは この タイプであり,

前向 きの姿勢 と評価 で きる面 もあ ろう。

北村9)は 女子高校 中退者 との面接 を通 して,社 会生活適応へ の順調 さや明 る

さとくった くの なさを印象 として述 べ,高 校 中退が中退後 の有利 な就職 や結 婚

によ って清算で きるとい う感覚 を中退者が抱 いている と感 じた とい う。本調査

では男子 に限 られてい るが,こ の2っ の結果の間 にはい くっかの共通点 が見 ら

れ る。すなわち社会生活適応 を就業状況 で見 たときに,大 半 の中退者が 安定 し

た生活状況 にあ り,高 校 中退 を 「仕事 で成功す る(女 子 の場合 は結婚 も含 まれ

る)」 ことによ って挽回す るという意識 を もってい る点であ る。
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だが,少 な くとも本調査 に限 っていえば,多 くの中退者が安定 した仕 事 を続

けているとい う点か ら,直 ちに 「社会生活適応 の順調 さ」 と受 け取 るこ とは難

しい。 む しろ学校社 会か ら離 れて しまった中退者 の多 くは,突 如 と して実社 会

に投 げ込 まれて,過 剰適応 をせざ るを得 なか ったので はなかろ うか。 したが っ

て,中 退後 の生活再建が 「仕事上 での成功」 である限 り,仕 事 へ の気負 いや卒

業生への対抗意識が現 れ,中 退者 にある種 の余裕 のな さが生 じるとも考 え られ

よ う。 それ は,中 退者 としての アイデ ンテ ィテ ィに とりっかれ,非 中退 者へ の

排他性 を も有 しかねないので ある10)。

一方
,卒 業生が高校生 だ った頃 と比 べて,「変 わ って いな い」 と述 べ る背 景

には,就 職す るにせよ進学 す るにせ よ,常 に同級生 と共 にあ って 自分 自身 で は

気がっかないよ うな"ゆ るやかな成長"を 遂 げてい ったとい うことではなか ろ

うか。

青年期 の 自己確立 の問題 を考 えれば,何 か意義 ある仕事 を決定す ること は今

日ます ます困難 にな っている1')。高校 中退者 の中退後 の進路 が限 られてい る現

実の中で,職 業的な安定 を獲得す ることは容易で はな いはずであ る。 もち ろん

中退者 の中には,や りが いのあ る仕事 を見つ けて高校 を去 って いた者 もい る。

だが,大 半 は心理的 に も社会的 に も早期 に 自分 の進路 につ いて決着 を付 けざ る

を得 なか った一群 と思われ る。 高校 中退 によ って失 われた もの は,高 卒 とい う

学歴以上 に自己確立 をす る時間的余裕 ではなか ったのだろ うか。

V.ま と め

昭和52年 か ら57年 にかけて ある公立 の商業高校 に入学 し,中 退 した66名 にっ

いて,中 退後の状況 を卒業生 と比較 しなが ら検討 した。職 を転 々 とす るな ど不

安定 な生活 を経 て きた中退者 もあるが,現 在 は継続 的 に就労 ・就学 して いる者

が8割 を越え,お おむね安定 した社会生活 を送 ってい ると考 え られ る。

さらに,面 接 で きた中退者22名 にっいては,そ の多 くが 中退 時 には衝動 性 ・

緊張感が あったが,現 在 は心理 的に安定 し,周 囲 の援助 も受 けなが ら仕事 へ の

意欲 が窺 われた。 しか し同時 に,"中 退者意識"か らくると思 わ れ る仕事 へ の
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気負いや余裕 のな さも感 じられた。 これ は早期 に職業選択 を軸 に した 自己確立

を迫 られた結果 で はないか と考 え られ る。

[本 論 は拙著:高 校 生 の ライ フ ス タイ ル～退 学 後 の 「生 活 再 建」 過程 とそ の意

識 ～,学 校保 健 研 究,33(12),588-594,1991,を も とに加筆 ・一 部 改 変 した

もの で あ る。]
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